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策定にあたって 
富岡市、下仁田町、南牧村及び甘楽町の 1 市２町１村では、これまでも一部事務

組合などを組織し、福祉・医療、し尿・ごみ処理、消防など、様々な分野で連携し

ながら圏域を形成してきました。また、通勤や通学、通院、買い物など、日常生活

のあらゆる面において、密接な関係を築いています。 

今後更なる連携を図り、定住に必要な生活機能を確保するため、令和３年６月

２８日、富岡市と下仁田町、南牧村及び甘楽町が１対１で、甘楽富岡地域定住自立

圏の形成に関する協定を締結しました。 

この共生ビジョンでは、甘楽富岡地域の将来像や、協定に基づき推進する具体的

取組を記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『定住自立圏構想』とは        （総務省ホームページより） 

 

我が国は、今後、総人口の減少及び少子化・高齢化の進行が見込まれてい

ます。（中略）特に地方においては、大幅な人口減少と急速な少子化・高齢化

が見込まれています。 

このような状況を踏まえ、地方圏において安心して暮らせる地域を各地に

形成し、地方圏から三大都市圏への人口流出を食い止めるとともに、三大都

市圏の住民にもそれぞれのライフステージやライフスタイルに応じた居住の

選択肢を提供し、地方圏への人の流れを創出することが求められています。 

市町村の主体的取組として、「中心市」の都市機能と「近隣市町村」の農林

水産業、自然環境、歴史、文化など、それぞれの魅力を活用して、（中略）相

互に役割分担し、連携・協力することにより、地域住民のいのちと暮らしを

守るため圏域全体で必要な生活機能を確保し、地方圏への人口定住を促進す

る政策です。 
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1 定住自立圏共生ビジョンの概要 
（１）定住自立圏の名称 

 甘楽富岡地域定住自立圏 

 

（２）定住自立圏を形成する市町村の名称 

 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

 

（３）定住自立圏共生ビジョンの期間 

 2021（令和３）年度から 2025（令和７）年度までの５年間とします。 

ただし、毎年度成果を検証し、必要に応じて共生ビジョンの見直しを行います。 
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２ 圏域の現状 
（１）圏域の概況 

甘楽富岡地域は、群馬県の南西部、鏑川とその支流の流域に位置しています。

西方の下仁田町と南牧村は長野県に接し、東方は関東平野に続く平坦地となっ

ています。 

上毛三山のひとつである妙義山や荒船山、稲含山など、多くの山々があり、

水と緑に恵まれた自然豊かな地域です。鏑川流域に形成される河岸段丘は、通

気性や保水性に優れており、その土壌を利用して栽培した「下仁田ねぎ」は、

全国的にも有名です。 

高崎から下仁田までの間を結ぶ上信電鉄や、国道 254 号のほか、主要地方

道が地域を結んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地域の歴史は古く、圏域内の遺跡からは、旧石器が出土しています。律

令制下では、上野国甘楽郡に属しており、渡来人系の人々が多く住んでいたと

いわれています。 

戦国期には、武田氏の支配下にあり、江戸期に入ると、七日市藩や小幡藩が

置かれたほか、幕府直轄領、旗本領、寺社領に分かれました。江戸と上州・信

州を結ぶ街道（下仁田道）が通り、物資の往来が盛んでした。今でも、地域内

各所に関所や宿場町の跡が残っています。 

その後、明治の市制・町村制の施行や、昭和・平成の合併により、現在の１

市２町１村となりました。明治以降、富岡市がこの地域の行政・経済・教育・

文化の中心としての役割を果たしてきており、下仁田町、南牧村、甘楽町と生

活機能を共有しています。 
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（２）地域を構成する市町村の概況 
 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下仁田町 

下仁田町は、美しい山並みや鏑川の清らかな渓流など、豊かな自然に恵まれ

た農山村であり、古くから街道の交通の要衝・宿場町として栄えた歴史ある町

です。 

産業は農林業が盛んで、町の東側は良質な下仁田ねぎの産地となっており、

「下仁田ねぎとこんにゃく」は、特産物として全国的に有名です。 

妙義山や荒船山をはじめとした特有の地質資産を保有しており「下仁田ジオ

パーク」として日本ジオパークに認定され、「荒船風穴」も世界文化遺産に登録

されています。「道の駅しもにた」のリニューアル等、地域資源を活かした産業

振興、観光振興などに取り組んでいます。 

【都市機能集積状況】 

○病院・診療所 6 か所         

○企業数（2021 年）368 社       

○教育機関（学校・公民館）４か所    

 人口 6,576 人 

 面積 188.38 ㎢ 

○社会福祉施設 5 か所 

○商店数（2021 年）90 店 

○国・県関係機関 ２か所 

富岡市 

市の中央部には、鏑川とその支流である高田川が流れ、その流れに沿うよう

に市街地や集落が形成されています。 

主要産業は、養蚕をはじめとする農業でしたが、現在は、機械製造や食品加

工などを中心とする工業となっています。市内の複数の工業団地に多くの工場

が立地し、地域の雇用の受け皿となっています。 

2014 年に「富岡製糸場」が世界文化遺産登録され、名勝妙義山とともに、

国内外に誇るべき観光資源を有しています。 

ＳＤＧｓ推進と行政サービスの向上を目指し、市役所での雨水有効活用や愛

タク（乗合タクシー事業）にも取り組んでいます。 

【都市機能集積状況】 

○病院・診療所 53 か所         

○企業数（2021 年）1,926 社      

○教育機関（学校・公民館）33 か所    

 人口 47,446 人 

 面積 122.85 ㎢ 

○社会福祉施設 4８か所 

○商店数（2021 年）491 店 

○国・県関係機関 9 か所 
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甘楽町 

町は稲含山から北に向かって山間部、丘陵地、平坦地と変化に富み、それぞ

れの土地柄をしのばす歴史や文化があり、産業と集落が発展しています。 

主要産業は、養蚕が盛んでしたが、現在は、野菜や果物の生産が多くなって

います。なかでもキウイフルーツは、県内有数の産地となっています。製造業

等においては、工業団地の造成、企業誘致により雇用の確保に取り組んでいま

す。 

町民が安心して生活できるまちづくりを目指し、少子化対策や高齢者福祉、

移住定住対策にも取り組んでいます。 

【都市機能集積状況】 

○病院・診療所 18 か所 

○企業数（2021 年）544 社 

○教育機関（学校・公民館）7 か所 

                            

 人口 12,491 人 

 面積 58.61 ㎢ 

南牧村 

村の周囲を 1,000ｍ内外の山々が取り囲み、そのほぼ中央を西から東に流れ

る南牧川とそれに注ぎ込む支流に沿って集落が点在しています。 

主要産業であった農林業をはじめ、村内の各種産業は、過疎化の進行に伴い

従事者の高齢化・後継者不足に直面しており厳しい状況が続いています。 

近年では、移住するための空き家住宅の改修に加え、多目的に空き家住宅を

活用するための改修工事を行うなど、移住促進を図るための魅力ある住宅環境

の整備により、後継者不足の解消や地域の活性化に取り組んでいます。 

【都市機能集積状況】 

○病院・診療所 2 か所 

○企業数（2021 年）95 社 

○教育機関（学校・公民館）3 か所 

 

 人口 1,611 人 

 面積 118.83 ㎢ 

○社会福祉施設 ２か所 

○商店数（2021 年）20 店 

○社会福祉施設 ７か所 

○商店数（2021 年）99 店 

【出典】 

●人口：「令和２年国勢調査」（総務省統計局） 

●面積：令和４年全国都道府県市区町村別面積調 

●病院・診療所数：：日本医師会「令和 3 年地域医療情報システム」 

●社会福祉施設数：厚生労働省「令和２年社会福祉施設等調査」 

※「社会福祉施設」とは、老人福祉施設・障害者支援施設・児童福祉施設等のこと 

●企業数：総務省・経済産業省「令和３年経済センサスー活動調査」 

●商店数：総務省・経済産業省「令和３年経済センサスー活動調査」 
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（３）人口 
①人口推移 

国勢調査の結果では、本圏域の人口は、1990 年（平成２年）から 2020 年（令

和２年）までの 30 年間に約 18,000 人減少しました。 

 
 

 
 

 

②転出入状況 
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甘楽富岡圏域の人口の推移
総人口 富岡市 下仁田町 南牧村 甘楽町

単位：人 

 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 2020 年 

総人口 86,672 85,011 83,572 81,151 77,022 72,489 68,124 

富岡市 54,259 54,435 54,401 53,765 52,070 49,746 47,446 

下仁田町 13,683 12,266 11,171 10,144 8,911 7,564 6,576 

南牧村 4,387 3,829 3,340 2,929 2,423 1,979 1,611 

甘楽町 14,343 14,481 14,660 14,313 13,618 13,200 12,491 

【出典】「RESAS（地域経済分析システム）-人口構成-」からデータをダウンロード・加工して作成 
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転出数が転入数を上回っており、この傾向はこれからも続くと予測されます。 

 

 

 
 

 
 

【出典】「RESAS（地域経済分析システム）-サマリー機能-人口増減・地域間流動-」からデータをダウンロード・加工して作成
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③将来人口推計 

【総人口】 

国立社会保障・人口問題研究所の推計（平成 30 年３月公表）では、本圏域の

総人口は、2040 年（令和 22 年）には、49,727 人になると予測されています。 

 

   
 

【出典】「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）からデータをダウンロード・加工して作成 

※上記グラフ及び表の 2015 年、2020 年の値は実績値、2025 年以降は推計値です。 
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圏域の総人口の推計

総人口 富岡市 下仁田町 南牧村 甘楽町

単位：人 

 2015 年 2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 2040 年 

総人口 72,489 68,124 63,459 58,954 54,426 49,727 

富岡市 49,746 47,446 44,758 42,041 39,180 36,133 

下仁田町 7,564 6,576 5,450 4,593 3,830 3,131 

南牧村 1,979 1,611 1,268 996 789 609 

甘楽町 13,200 12,491 11,983 11,324 10,627 9,854 
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【年齢３区分人口】 

65 歳以上の老年人口はほぼ横ばいで推移していますが、15～64 歳の生産年

齢人口は年々減少しており、2040 年（令和 22 年）には、2015 年（平成 27 年）

の約半分になると予測されています。 

   
 

 

また、65 歳以上の老年人口の割合は、2015 年（平成 27 年）時点では 33.3％

でしたが、2040 年（令和 22 年）には 47.6％と、地域全体人口の約半数が 65

歳以上となると予測されています。 
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【出典】「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）からデータをダウンロード・加工して作成 

※2015 年、2020 年の値は実績値、2025 年以降は推計値です。実績値は年齢不詳者を含まないため、P6、P8 の総人口とは 

一致しません。 

【出典】「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）からデータをダウンロード・加工して作成 

※2015 年、2020 年の値は実績値、2025 年以降は推計値です。 
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３ 甘楽富岡地域定住自立圏の将来像 
富岡市、下仁田町、南牧村及び甘楽町は、これまでも、医療、福祉や観光など、

幅広い分野で相互に協力してきました。 

住民にとって暮らしやすいまちづくりを進めてきましたが、人口減少や高齢化は、

急速に進んでおり、このままでは、地域コミュニティの維持が難しくなることが予

想されます。 

これからの人口減少や高齢化に対応するためには、富岡市が中心市となり、下仁

田町、南牧村及び甘楽町それぞれと役割分担しながら、さらに連携を深めていくと

ともに、住民の暮らしに必要な機能を確保し、住民が満足できる、より質の高いサ

ービスを提供する必要があります。 

また、行政、地域で様々な活動に取り組んでいる団体や民間企業が、共に協力し

ながら各種事業を実施することで、地域全体で地域の力を向上させる必要がありま

す。 

このように、自治体間の連携をはじめ、圏域の住民や団体等が協力しながら、子

育て支援、地域福祉、公共交通、雇用環境、共生社会の実現など、暮らしに必要な

機能が充実した、誰もが安心して「住み続けたい」と思える地域を

つくります。 

あわせて、地域の文化や伝統を守り、後世につないでいくとともに、観光資源や

自然環境の豊かさなど、この地域の魅力を積極的に発信して、都市圏から甘楽富岡

地域への人の流れを創出し、人を惹きつける「暮らしてみたい」と思

える地域を目指します。 

地域の担い手となっていく子どもたちを、地域全体で育てる環境を整え、この地

域で育った人材が、自分のやりたいことができる、活躍できるような、未来を担

う人材が育ち、ずっと輝き続ける地域をつくります。 

 

具体的には、以下３つの政策分野について各種事業を実施します。 

１ 生活機能の強化に係る政策分野 

２ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

３ 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 
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【中長期的な将来の人口】 

国立社会保障・人口問題研究所の推計では、2040 年（令和 22 年）における圏

域全体の人口は 49,727 人、高齢化率は 47.6％になると予測されています。 

甘楽富岡圏域の１市２町１村が連携して事業に取り組むことにより、2040 年

（令和 22 年）における圏域全体の人口及び高齢化率を次のとおりとすることを目

指します。 

 

人口 54,000 人 ・ 高齢化率 44％ 
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４ 具体的取組 
甘楽富岡地域定住自立圏の形成に関する協定に基づき、以下の事業に取り組んでい

きます。 

 

政策分野 政策項目 協定内容 具体的取組 掲載頁 

生活機能

の強化 

医療 医療体制の充実 健康ダイヤル 24 広域実施事業 14 

福祉 

地域福祉の充実 

障害支援区分等認定審査会事業 15 

障害者相談支援・地域活動支援

センター事業 
16 

富岡地域自立支援協議会事業 17 

手話奉仕員養成研修事業 18 

高齢者福祉及び 

介護保険の充実 

介護認定審査会 19 

在宅医療・介護連携推進事業 20 

認知症初期集中支援推進事業 21 

子育て支援の充実 

ファミリーサポートセンター

事業 
22 

病後児保育事業 23 

教育 

教育環境の充実 

小中学生交流事業 24 

校務支援システム共同運用事業 25 

教育支援センター・発達支援教

室共同運用事業 
26 

教育研究所共同運用事業 27 

体育施設の利用促進 体育施設の利用促進事業 28 

スポーツ振興の推進 スポーツ振興の推進 29 

生涯学習の推進 文化講座等共同事業 30 

産業振興 広域観光連携 

広域観光連携事業 

（広域観光連携協議会組織体

制の強化） 

31 

広域観光連携事業 

（専門人材招聘事業） 
32 
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政策分野 政策項目 協定内容 具体的取組 掲載頁 

生活機能

の強化 
生活環境 

粗大ごみ受入体制の

充実 
粗大ごみ処理受託事業 33 

上水道事業における 

緊急時相互応援 
緊急時相互応援事業 34 

結びつき

やネット

ワークの

強化 

地域公共 

交通 

地域公共交通の 

維持及び整備 

上信電鉄維持管理事業 35 

乗合タクシー広域運行事業 36 

Ｉ Ｃ Ｔ 

インフラ

整備 

情報政策の推進 情報政策連携事業 37 

圏域マネ

ジメント

能力の強

化 

人材育成 
圏域市町村職員等の

研修の共同実施 

圏域市町村職員等の研修の共

同実施 
38 
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（１）生活機能の強化に係る政策分野 
①医療 

ア 医療体制の充実 

 

 
 

 

 

事業名 健康ダイヤル 24 広域実施事業 

事業概要 
健康、医療、介護、看護、育児、メンタルヘルス等の健康に関する

電話相談に 24 時間体制で応じる。 

効果 
住民の生活改善、不安解消、健康の保持・増進、疾病予防、介護予

防、子育ての不安解消が期待できる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

2,915 6,600 5,000 5,000 5,000 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討 ➡     

事業実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
・住民への周知 

・事業に係る費用を負担 

町村 
・住民への周知 

・事業に係る費用を負担 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

利用件数 
3,275 件 

（富岡市・甘楽町） 
2,343 件 

（富岡市・甘楽町） 
4,000 件 

  

【取組の内容】 

圏域の住民が安心して暮らすことができるよう、医療体制及び医療環境

の充実を図るため、医師会等の関係機関と連携して事業に取り組む。 



15 
 

②福祉 

ア 地域福祉の充実 

 

 
 

 

 

事業名 障害支援区分等認定審査会事業 

事業概要 
障害者総合支援法に基づく障害支援区分等認定業務について、共

同で障害支援区分等認定審査会を設置し、運営する。 

効果 障害支援区分審査を効率的かつ公平に実施することができる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

2,032 2,130 2,130 2,130 2,130 

スケジュール 
具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

障害支援区分認定審査会設置運営 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
・審査会の運営及び関係事務を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

町村 
・審査会の運営協力及び関係事務を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

審査件数 100 件 143 件 230 件 

 

 

  

【取組の内容】 

圏域内の住民が地域でいきいきと安心して暮らすことができるよう、地域

福祉の充実を図るため、中心市及び近隣町村が連携して事業に取り組む。 
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事業名 障害者相談支援・地域活動支援センター事業 

事業概要 

障害者総合支援法に基づく、障害者相談支援事業、基幹相談支援

センター等機能強化事業、地域活動支援センター事業について、

共同で実施する。 

効果 

・人員確保による相談体制の充実等により、適切な相談支援体制

を確保することができ、高度な相談に対してもより迅速に対応

することができる。 

・地域活動支援センターへの通所により、創作活動の場が広がり、

地域住民との交流の場が増え、自立に向けた一歩につながるこ

とが期待できる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

32,000 31,000 31,000 31,000 31,000 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

障害者相談支援事業実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

基幹相談支援センター等機能強化

事業実施 
➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

地域活動支援センター事業実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
・事業委託先との調整及び関係事務を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

町村 
・関係事務を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

相談支援件数 4,064 件 4,862 件 4,140 件 

地域活動支援セン

ター登録者数 
109 人 113 人 129 人 

 ※相談支援件数の現状値（R3）につきましては、目標値（R7）を上回っておりますが、新型コロナウイルス感 

染症の影響により相談支援件数が増加したためと思われるので、目標値の変更は行いません。 
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事業名 富岡地域自立支援協議会事業 

事業概要 
障害者総合支援法に基づく富岡地域自立支援協議会を共同で設置

する。 

効果 

・障害者の自立した社会生活を支援する体制の確保が図られる。 

・障害のある方が、安心して暮らすことができるまちづくりや体

制づくりが期待できる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

0 0 0 0 0 

スケジュール 
具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

自立支援協議会設置運営 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 協議会を共同で設置・運営する。 

町村 協議会を共同で設置・運営する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

協議会の開催回数 6 回 6 回 6 回 
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事業名 手話奉仕員養成研修事業 

事業概要 
日常会話程度の手話表現技術を習得した手話奉仕員の養成研修

（入門編・基礎編）を、共同で実施する。 

効果 

・手話奉仕員を確保することで、意思疎通を図ることに支障があ

る障害者等の自立した生活を支援することができる。 

・手話への理解が深まり、手話の普及が期待できる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

523 842 842 842 842 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討 ➡     

研修実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
・関係者との調整及び関係事務を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

町村 
・関係事務を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

受講者数 37 人 26 人 60 人 
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イ 高齢者福祉及び介護保険の充実 
 

 

 

 

 

 

 

事業名 介護認定審査会 

事業概要 

介護保険法に規定する要介護認定及び要支援認定に関する審査の

公平性及び効率性の確保を図るため、介護認定審査会の共同設置

及び運営を行い、圏域住民を対象として介護認定審査を実施する。 

効果 

・審査・判定を効率的かつ公正に実施することができる。 

・適正な介護サービスにつながり、住み慣れた地域で安心して暮

らすことができる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

20,421 20,702 20,702 20,702 20,702 

スケジュール 
具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

介護認定審査会開催 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 

・介護認定審査会を設置・運営し、介護認定審査会に関

する事務を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

町村 

・介護認定審査会事務と介護認定審査会への運営協力

を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

審査件数 3,974 件 3,844 件 3,900 件 

 

  

【取組の内容】 

圏域内の住民が健やかに安心して暮らし続けられるよう、高齢者福祉及

び介護保険の充実を図るため、中心市及び近隣町村が連携して事業に取り

組む。 
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事業名 在宅医療・介護連携推進事業 

事業概要 

・在宅医療・介護連携に関して、必要な情報の収集、整理及び活用、

課題の把握、施策の企画及び立案、医療・介護関係者に対する周

知を行う。 

・地域の医療・介護関係者からの在宅医療・介護連携に関する相談

に応じ、必要な情報の提供及び助言その他必要な援助を行う。 

・在宅医療・介護連携に関する地域住民の理解を深めるための普及

啓発を行う。 

・医療・介護関係者間の情報の共有を支援し、医療・介護関係者に

対して、在宅医療・介護連携に必要な知識の習得及び当該知識の

向上のために必要な研修を行うとともに、その他の地域の実情に

応じて医療・介護関係者を支援する。 

効果 
在宅医療・介護の関係者間のネットワーク化を図ることにより、

できる限り住み慣れた環境での在宅生活が継続できる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

9,950 9,950 9,950 9,950 9,950 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

在宅医療・介護連携に係る情報収

集、周知等 
➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

医療・介護関係者からの相談対応等 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

在宅医療・介護に関する普及啓発 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

医療・介護関係者の知識向上のた

めの研修実施等 
➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
・関係者との調整を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

町村 
・事業の円滑な実施に向け事業の周知や運営に協力する。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

実施事業数 全８事業実施 全４事業実施 全４事業実施 
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事業名 認知症初期集中支援推進事業 

事業概要 

・認知症初期集中支援チーム（専門医含む）が、認知症の早期診

断及び早期対応に結びつく支援を実施する。 

・事業を円滑に実施するために普及啓発・検討を行う場を設ける。 

効果 

専門医等が早期に支援に介入することにより、認知症になっても

本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らし続け

ることができる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

5,584 5,584 5,584 5,584 5,584 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

事業実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

普及啓発 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
・関係者との調整を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

町村 
・事業の円滑な実施に向け事業の周知や運営に協力する。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

支援チーム数 1 チーム 1 チーム 1 チーム 
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ウ 子育て支援の充実 
 

 

 

 

 

事業名 ファミリーサポートセンター事業 

事業概要 

それぞれの地域で、育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員

となり、保育園やこども園・幼稚園・塾などへの送迎、放課後の

預かり、休業日などの預かり、冠婚葬祭や保護者の病気、自身の

リフレッシュの場合の預かりなどを実施。 

効果 

・ファミリーサポートセンター事業がない地域での事業展開と地

域間交流を図ることができる。 

・育児者の心身の負担を軽減し、安心して子育てができる環境の

拡充ができる。 

・利用できる地域が広がることで、より柔軟に事業を利用するこ

とができる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

2,565 2,657 2,687 2,687 2,687 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討 ➡     

事業実施  ➡ ➡ ➡ ➡ 

会員確保のための広報活動 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 

・近隣町村の住民も広域に利用できるように、講習会 

や交流会を開催し、会員同士の交流を図る。 

・広報等で住民へ周知し、会員登録を促す。 

町村 ・広報等で住民へ周知し、会員登録を促す。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

活動件数 34 11 70 

【取組の内容】 

圏域内の住民が安心して子育てできる環境を整備するとともに、子育て

支援の充実を図るため、中心市及び近隣町村が連携して事業に取り組む。 
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事業名 病後児保育事業 

事業概要 下仁田町民、南牧村民が富岡市の病後児保育施設を利用できる。 

効果 
下仁田町民、南牧村民が安心して育児と仕事の両立を図ることが

できる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

― ― 6,482 6,592 6,592 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討  ➡ ➡   

事業実施   ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
・関係施設との調整 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

町村 
・住民への周知 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

備考  

 

 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

病後児保育利用者数 71 人 57 人 120 人 
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③教育 

ア 教育環境の充実 
 

 

 

 

 

 

事業名 小中学生交流事業 

事業概要 
・小中学生の学習交流 

・中学生の部活動における交流 

効果 

・児童生徒の地域を愛する心を育てるとともに、学習意欲の向上

を図ることができる。 

・学習教材を有効に活用することで、授業の効率化を図ることが期

待できる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

0 0 ０ 50 50 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討・実行計画作成 ➡ ➡ ➡ ➡  

事業実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
・実施計画を作成し、事業に必要な準備を行う。 

・町村の支援を行う。 

町村 ・実施計画を作成し、事業に必要な準備を行う。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

交流回数 0 回 0 回 8 回 

 

  

【取組の内容】 

圏域内の児童生徒、教職員等が相互に協力し、学校教育の推進及び教育環

境の充実を図るため、中心市及び近隣町村が連携して事業に取り組む。 
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事業名 校務支援システム共同運用事業 

事業概要 
連携市町村間で共通の校務支援システムを導入し、共同で利用で

きるネットワークを整備する。 

効果 

・共同で導入することにより、各市町村における予算が抑えられ

る。 

・データ資料の送付や情報共有等、教職員同士の連携がしやすく

なる。 

・児童生徒の転校、教職員の異動の手続が簡略化できる等、事務

負担を軽減できるほか、業務の効率化を図ることができる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

18,550 18,719 18,719 18,719 18,719 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

導入に向けた検討 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

システム運用     ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 

・校務支援システム共同運用事業の維持・整備に必要な

事業を行う。 

・町村が導入する際の支援を行う。 

町村 
・富岡市と連携し、校務支援システム共同運用事業の維

持・整備に必要な事業を行う。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

校務支援システム

共同運用数 
0 0 1 
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事業名 教育支援センター・発達支援教室共同運用事業 

事業概要 

富岡市が設置している教育支援センターや発達支援教室につい

て、下仁田町、南牧村、甘楽町の児童生徒も利用できるよう、共

同で運用する。 

効果 

・富岡市の教室を共同で利用することで、予算や人員等を抑える

ことができる。 

・より多くの児童生徒の指導やよりよい支援方法等の情報を扱う

ことにより、教室の資質向上を図ることができる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

3,871 5,071 5,071 5,071 5,071 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討 ➡ ➡    

教育支援センター及び発達支援教

室の共同運用 
➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
教育支援センター及び発達支援教室の利用に向けて、

必要な事業及び支援を行う。 

町村 
富岡市と連携し、教育支援センター及び発達支援教室

の利用に向けて、必要な事業及び支援を行う。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

町村からの 

教室利用人数 
0 人 0 人 6 人 
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事業名 教育研究所共同運用事業 

事業概要 教育研究所を共同で設置し、教職員の研修を共同で実施する。 

効果 

・教職員の業務の効率化を図ることができる。 

・共同で研修を実施することで、教育方針や指導方法等の共有を

図ることができ、教職員の資質の向上を図ることができる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

0 0 0 200 200 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

共同で研修実施    ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
圏域内の教職員の研修に必要な教育研究所の有効利用

に向けて、必要な事業及び支援を行う。 

町村 

富岡市と連携し、圏域内の教職員の研修に必要な教育

研究所の有効利用に向けて、必要な事業及び支援を行

う。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

富岡市教育研究所の

運用状況市町村数 
1 １ ３ 
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イ 体育施設の利用促進 
 

 

 

 

 

事業名 体育施設の利用促進事業 

事業概要 

・下仁田町民、南牧村民、甘楽町民は、富岡市内の体育施設を利

用できる。 

・富岡市民は、下仁田町内と南牧村内の体育施設を利用できる。 

効果 

市町村の境界を越えて距離が近い施設を選択できたり、活動団体

や大会等の規模に合った施設を選択できたりすることで、住民の

利便性向上及び利用拡大につながることが期待できる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

9 210 250 300 350 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討 ➡     

事業実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 

下仁田町民、南牧村民、甘楽町民が、富岡市内の体育施

設を富岡市民と同一条件で利用できるよう、必要な調

整及び準備を行う。 

町村 

富岡市民が、下仁田町内と南牧村内の体育施設を各町

村の住民と同一条件で利用できるよう、必要な調整及

び準備を行う。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

体育施設利用者数 249,502 人 268,126 人 490,000 人 

  

【取組の内容】 

体育施設の利用を促進するため、中心市及び近隣町村が連携して事業に取

り組む。 
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ウ スポーツ振興の推進 
 

 

 

 

 

事業名 スポーツ振興の推進 

事業概要 
広報等を通じて、地域内住民に、スポーツイベントやスポーツ教

室等の開催案内をし、相互に参加可能とする。 

効果 

・市町村の境界を越えて興味のあるスポーツイベントやスポーツ

教室に参加することができるようになり、住民がスポーツに親

しむ機会を増やすことができる。 

・スポーツを通して健康増進を図ることができるだけでなく、住民

同士の交流が生まれ、新たなコミュニティや生きがいができる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

0 3,211 3,500 3,500 4,000 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討 ➡     

事業実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 

スポーツ振興に向けた取組を実施する。 

・市のスポーツイベントやスポーツ教室等に関する情

報を町村に提供する。 

・町村から提供された情報を、住民に周知する。 

町村 

スポーツ振興に向けた取組を実施する。 

・町村のスポーツイベントやスポーツ教室等に関する

情報を市に提供する。 

・市から提供された情報を、住民に周知する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

相互参加可能なスポー

ツイベント等開催数 0 0 15 

【取組の内容】 

圏域内のスポーツ振興を図るため、中心市及び近隣町村が連携してスポーツ

イベント、スポーツ教室等のスポーツ活動を促進するための事業に取り組む。 
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エ 生涯学習の推進 

 

 

 

 

 

 

事業名 文化講座等共同事業 

事業概要 

老若男女問わず圏域内の全ての住民がより多様な学習機会を得ら

れるよう、講座、行事、イベントなどの情報共有や情報を発信す

る。 

効果 

・圏域内の住民に広く周知することで、講座等の選択肢が増え、

広域的な学びの広がりにつながる。 

・相互参加による受講生の増加により、講座等の活性化が図られ

生涯学習の推進が期待できる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

29 42 42 42 42 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討 ➡     

事業実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 

・関係者との調整、市の公民館の講座等について町村 

に情報提供し、広報等で情報発信を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

町村 

・町村の公民館の講座等について市に提供し、広報等 

で情報発信を行う。 

・事業に要する経費を負担割合に応じて負担する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

自市町村の 

受講者数 
0 人 135 人 200 人 

【取組の内容】 

圏域内の住民の多様化及び高度化する生涯学習へのニーズ並びに社会の

変化に対応した学習機会を提供するため、中心市及び近隣町村が連携して

生涯学習施設等を活用した事業の情報共有及び相互参加に取り組む。 



31 
 

④産業振興 

ア 広域観光連携 
 

 

 

 

 

事業名 広域観光連携事業（広域観光連携協議会組織体制の強化） 

事業概要 
広域観光連携協議会の現組織体制の見直しを行い、広域で観光客

の受け入れ環境を整備する。 

効果 

・協議会に係る負担金、会議等に要する労務時間や経費の削減を

図ることができる。 

・広域観光連携を意識したＰＲやイベント企画を行うことで、

「１つの観光地を訪れる観光」から「複数の観光エリアを訪れ

る観光」への転換が期待できる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

0 0 0 ― ― 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

見直しに向けた検討 ➡ ➡ ➡   

協議会開催 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 ※協議会によって異なる 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
広域観光連携協議会における類似協議会見直しの場を

設ける。 

町村 上記見直しの場へ参加する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

広域連携事業立案に

よる連携数（目標値

達成事業のみ） 
※事業内容によって個

別指標を設定 

0 0 2 

 

【取組の内容】 

多様化する旅行のニーズ及び行動範囲の広域化に対応するため、中心市及

び近隣町村が広域連携の利点を生かした事業に取り組む。 
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事業名 広域観光連携事業（専門人材招聘事業） 

事業概要 
地域活性化起業人制度や、観光庁の専門家派遣事業を活用し専門

人材の招聘を行い、基礎となる広域観光戦略を立案する。 

効果 

・周遊型観光の足掛かりとなり、地域における交流人口の増加が

見込まれる。 

・住民が地域の魅力を再発見するきっかけとなることが期待でき

る。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

0 0 0 0 0 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

地域活性化起業人受入準備 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

観光庁の専門家派遣事業実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

広域観光戦略策定    ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
専門人材等招聘に向けた調整を図り、広域観光戦略立

案に向けた環境整備を行う。 

町村 広域観光戦略立案に向けた環境整備を行う。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

広域観光戦略の 

策定 
なし なし 実施中 

専門人材招聘人数 

（延べ人数） 
０人 2 人 8 人 
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⑤生活環境 

ア 粗大ごみ受入体制の充実 

 

 

 

 

 

事業名 粗大ごみ処理受託事業 

事業概要 

富岡市清掃センター及び資源化センターにおいて、甘楽町の住民

から排出される可燃性粗大ごみ（家具類、机、椅子、布団類、畳、

鏡台、ソファー、カーペット）を処理する。 

効果 甘楽町民の利便性向上が期待される。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

707 2,000 2,000 2,000 2,000 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討 ➡     

事業実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 施設の維持管理を行う。 

甘楽町 必要な経費を負担する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

粗大ごみ量 0 トン 10.71 トン 25 トン 

 

  

【取組の内容】 

圏域内の住民の生活環境向上のため、可燃性粗大ごみの処理に関して富岡

市及び甘楽町が連携して事業に取り組む。 
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イ 上水道事業における緊急時相互応援 

 

 

 

 

 

事業名 緊急時相互応援事業 

事業概要 
災害等で水道水の供給が行えなくなるような緊急事案が発生した

際に、市町村間で連携し応援給水に必要な事業及び支援を行う。 

効果 

・災害等で断水した場合に、迅速に住民に水道水を供給することが

できる。 

・上水道の復旧に必要な職員を派遣し合うことで、早期復旧が期待

できる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

― ― ― ― ― 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討 ➡     

職員派遣に係る体制整備 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

必要な設備導入 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
緊急事案が発生した際に、迅速かつ適切な対応が実施

できるよう応援体制を確立する。 

町村 
緊急事案が発生した際に、迅速かつ適切な対応が実施

できるよう応援体制を確立する。 

備考  

 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

― ― ― ― 

  

【取組の内容】 

災害等の緊急事案が発生した場合、応援給水を行うため、中心市及び近隣

町村が連携して事業に取り組む。 
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（２）結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 
①地域公共交通 

ア 地域公共交通の維持及び整備 

 

 

 

 

 

事業名 上信電鉄維持管理事業 

事業概要 
安全安心な地域公共交通を確保するため、上信電鉄の鉄道施設等

の維持管理及び整備に対し必要な事業及び支援を行う。 

効果 
安全安心な鉄道の維持及び圏域住民の貴重な公共交通の存続が期

待される。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

60,921 57,204 57,200 57,200 57,200 

スケジュール 
具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

事業実施 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 

県、沿線市町村連絡協議会及び上信電鉄(株)と連携し、

上信電鉄の鉄道施設等の維持管理及び整備に対し必要

な費用を負担する。 

町村 

県、沿線市町村連絡協議会及び上信電鉄(株)と連携し、

上信電鉄の鉄道施設等の維持管理及び整備に対し必要

な費用を負担する。 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

圏域内駅の乗降人数 1,140 千人 1,245 千人 1,351 千人 

 

 

【取組の内容】 

交通ネットワークを強化し、圏域住民の交通手段を維持するため、鉄道、

乗合タクシー等の公共交通の整備に向けた取組を行う。 
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事業名 乗合タクシー広域運行事業 

事業概要 
圏域における移動手段の確保と充実を図るため、デマンドタクシ

ー等の広域的な運行を行う。 

効果 
広域的な公共交通手段が確保されることにより、圏域住民の利便

性の向上が期待される。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

― ― ― ― ― 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた協議及び検討 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

事業実施 関係者との協議・調整後実施 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
広域的な公共交通網の整備を図るため、町村との連携

及び協議並びに調整を行う。 

町村 富岡市と連携し、協議及び検討を行う。 

備考  

 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

― ― ― ― 
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②ＩＣＴインフラ整備 

ア 情報政策の推進 

 

 

 

 

 

事業名 情報政策連携事業 

事業概要 

・システム統一化、共同調達の検討 

・マイナンバーに関する対応協力 

・行政手続オンライン化に関する情報共有 

効果 

・運用及びシステムの統一化並びに共同調達により、システムに

関する費用を抑え、構築期間を短縮することができる。 

・職員の知識・情報共有によって、各分野へのデジタル化・オン

ライン化へのスピーディな対応が可能となり、行政サービス品

質の向上が期待できる。 

・データの一元管理により、圏域全体におけるセキュリティの強

化が図られる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

― ― ― ― ― 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

システム統一化、共同調達に向け

た検討 
➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

マイナンバーに関する対応協力 ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

行政手続オンライン化に関する情

報共有 
➡ ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
町村及び関係機関と連携し、情報システム・ネットワー

クの構築及び運用に必要な情報共有と支援を行う。 

町村 
富岡市及び関係機関と連携し、情報システム・ネットワ

ークの構築及び運用に必要な情報共有と支援を行う。 

備考  

 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

― ― ― ― 

【取組の内容】 

デジタル化及びオンライン化の推進、費用低減、サービス品質向上等を図

るため、中心市及び近隣町村が連携して事業に取り組む。 
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（３）圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 
①人材育成 

ア 圏域市町村職員等の研修の共同実施 

 

 

 

 

 

事業名 圏域市町村職員等の研修の共同実施 

事業概要 
圏域市町村職員等の研修を共同実施することにより、人的ネット

ワークの構築、政策課題への対応力向上を図る。 

効果 
共同実施することで、効率的に職員研修を開催できるとともに、

職員の能力向上、関係職員間の交流促進が図られる。 

事業費 

（千円） 

R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) 

0 221 300 300 300 

スケジュール 

具体的な取組内容 R3 R4 R5 R6 R7 

実施に向けた検討 ➡     

事業実施  ➡ ➡ ➡ ➡ 

連携市町村 富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町 

役割分担 

の考え方 

富岡市 
・共同実施する職員研修の情報収集、企画立案 

・研修開催のための事前協議、連絡調整、参加者の集約 

町村 
・職員研修の共同実施のための事前協議、連絡調整、参

加者の集約 

備考  

※事業費は、R３は実績、R４以降は見込額です。 
 

成果指標（KPI） 基準値（R2） 現状値（R3） 目標値（R7） 

共同研修への参加者数 

（延べ人数） 0 人 0 人 120 人 

  

【取組の内容】 
職員の人的ネットワークの構築及び政策課題への対応力を高めるため、研

修を共同実施することにより、能力向上及び職員間の交流促進を図る。 
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資料編 
 

甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン策定過程 

 

令和３年８月２０日 第１回甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 ※書面開催 

【案件】甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン懇談会会長及び 

副会長について 

９月 ３日 第２回甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

【案件】甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン（案）について 

９月２７日 第３回甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

【案件】甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン（案）について 

１０月 ５日 第４回甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 ※書面開催 

【案件】甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン（案）について 

１０月２５日 定住自立圏構想市町村長会議 

【案件】甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン（案）について 

 

 

甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン変更 ① 

令和４年１０月１９日 第１回甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

【案件】甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョンの変更について 

２８日 定住自立圏構想市町村長会議書面表決 

【案件】甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョンの変更について 

 

甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン変更 ② 

令和５年 ３月 ９日 第２回甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

【案件】甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョンの変更について 

24 日 定住自立圏構想市町村長会議 

【案件】甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョンの変更について 
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甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン懇談会委員（令和３年度） 

 

政策分野 団体 委員氏名 市町村 備考 

全般 富岡市区長会 横田 公男 

富岡市 

会長 

全般 (一社)富岡青年会議所 古矢 啓介  

生活機能の強化 
（産業振興） 

(一社)富岡市観光協会 武井 哲郎  

全般 下仁田町区長会 佐俣 奨 

下仁田町 

 

生活機能の強化 
（産業振興） 

(一社)下仁田町観光協会 茂木 清  

生活機能の強化 
（教育） 

下仁田町学校運営協議会 里見 悦子  

全般 南牧村区長会 浅川 明 

南牧村 

 

生活機能の強化 
（福祉） 

南牧村民生委員児童委員協議会 市川 隆昭  

生活機能の強化 
（教育） 

南牧村学校運営協議会 市川 裕一  

全般 甘楽町区長会 熊井戸 良男 

甘楽町 

 

生活機能の強化 
（福祉） 

甘楽町民生委員児童委員協議会 青木 正美  

生活機能の強化 
（教育） 

甘楽中学校ＰＴＡ 岡田 みゆき  

生活機能の強化 
（医療） 

(一社)富岡市甘楽郡医師会 武田 滋利 

市町村 
共通 

副会長 

結 び つ き や ネ ッ
トワークの強化 
（地域公共交通） 

上信電鉄株式会社 木内 幸一 
 

全般 県甘楽富岡振興局 竹田 修二  

 

（敬称略） 
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甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン懇談会委員（令和４年度） 

 

政策分野 団体 委員氏名 市町村 備考 

全般 富岡市区長会 小林 清孝 

富岡市 

会長 

全般 (一社)富岡青年会議所 
武藤 博俊 
青木 功 
（R5.3～） 

 

生活機能の強化 
（産業振興） 

(一社)富岡市観光協会 武井 哲郎  

全般 下仁田町区長会 佐俣 奨 

下仁田町 

 

生活機能の強化 
（産業振興） 

(一社)下仁田町観光協会 神戸 康宏  

生活機能の強化 
（教育） 

下仁田町学校運営協議会 里見 悦子  

全般 南牧村区長会 関 収造 

南牧村 

 

生活機能の強化 
（福祉） 

南牧村民生委員児童委員協議会 市川 隆昭  

生活機能の強化 
（教育） 

南牧村学校運営協議会 古川 拓  

全般 甘楽町区長会 熊井戸 良男 

甘楽町 

 

生活機能の強化 
（福祉） 

甘楽町民生委員児童委員協議会 
青木 正美 
高橋 勝利 
（R5.3～） 

 

生活機能の強化 
（教育） 

甘楽中学校ＰＴＡ 飯塚 儀和  

生活機能の強化 
（医療） 

(一社)富岡市甘楽郡医師会 武田 滋利 

市町村 
共通 

副会長 

結 び つ き や ネ ッ
トワークの強化 
（地域公共交通） 

上信電鉄株式会社 木内 幸一 
 

全般 県甘楽富岡振興局 江原 昭二  

 

 

（敬称略） 
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甘楽富岡地域定住自立圏共生ビジョン 
 
 

2021 年（令和 3 年）11 月  策定 

2022 年（令和 4 年）10 月  変更 

2023 年（令和５年）３月   変更 
 

 

作成／富岡市 企画財務部 企画課 企画係 

〒370-2392 群馬県富岡市富岡 1460-1 

電話 0274-62-1511（代表） 

 


